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①種子のつくり 

 種子は，胚乳に養分をたくわえる有胚乳種子（イネなど）と，胚の一部の子葉に養分をたくわ 

える無胚乳種子（インゲンマメなど）とがある。 

 胚は植物のからだになる部分で，はじめて出る葉となる子葉や，発芽してくきになる胚軸など 

がある。 

②種子の発芽と成長 

種子が発芽するためには，水・適当な温度・空気（酸素）の３条件が必要である。 

発芽後成長するためには，さらに日光と肥料が必要になる。また，植物がよく育つためには， 

空気や水をほどよく保つ土があるとよい。 

③花のつくりと受粉 

花びら・がく・めしべ・おしべの４つを据えた花を完全花という。 

めしべは花の中心となるつくりで，成長して種子になる胚珠がある。胚珠が子房に包まれてい 

る植物を被子植物，包まれていない植物を裸子植物という。 

おしべには花粉をつくるやくがあり，やくは花糸に支えられている。 

おしべでつくられた花粉がめしべにつくことを受粉という。受粉には，花粉が別の株の花のめ 

しべにつく他家受粉や，同じ花のめしべにつく自家受粉がある。イネ・アサガオ・エンドウなど 

は自家受粉をする。また，花粉の運ばれ方によって虫媒花や風媒花がある。 

受精とは，受粉した花粉からのびる花粉管を通じて，花粉の核と胚珠の核とが合体することを 

いう。受精をして種子ができる 

④いろいろな花 

 

⑤果実 

果実はふう，種子のまわりにある子房が成長してでさる真果だが，子房以外の部分が成長し 

てできる偽果もある。 リンゴ・ナシ・イチゴは花たくが成長して食用部分になる偽果である。 

 

テキストは四谷大塚でお買い求めください。 中学受験のヘクトパスカル          転載不可 

答え合わせは予習シリーズで 

 

 

  

   

  

 

  

 

 

  

  

  

   
 

 

 

 

  

 


